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れ、その拡散性が低下した。その為、栄養因子が十分

にﾈ１１'経ﾙ'1|胞に結合することができなくなり、神経再生

の遅延が生じ、その結果機能|､複が遅延した。したがっ

て、琳純にシンデカンー１を発現するだけでは、脊髄

損傷における機能回復は困難であるとの結論となった。

ン-1の発現を認めなかった。

以上の結果より、ネ}'1経損傷に対するシンデカンー１

の発現上昇は、末梢ﾈ''１経特異的であり、これが末梢ﾈIll

経１W上にＩＭｉｌ与している可能性が示唆された。

２．脊髄損傷に対するシンデカンー１の効果の検討

前述の結果より、シンデカンー１が損(雛Ill経の再生

にlHI与している可能性が示唆された。そこで、シンデ

カンー１の発現上昇が認められなかった脊髄損傷にお

いて、シンデカンー１を強制的に発現させることによ

り、機能回復を図ることが可能かどうか検討した。

我々はシンデカンー１の導入によ１，、種々の生存ｌＺｉｌ

子が効率的に損傷ﾈ１１１経に作用し、jliIll索再生が促進され、

迎勤機能が改善されると予想していた。しかし、結果

は逆であり、シンデカンー１導入群の方がコントロー

ル群に比し運動機能の阿復が遅延する傾向を示した。

一方、慢性期における運動機能はコントロール群と差

は無かった（図２)。
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シンデカンー１投与群（Syndl）とコントロー

ル群（PBS，ＧＰＰ）の運動機能の推移。急性期

においてシンデカンー１投与群の機能回復が遅

延している。

図２
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本研究により、末梢神経損傷ではシンデカンー１が

発現するが、中枢神経損傷では発現しないことが示さ

れた。このことから、シンデカンー１が損傷神経の再

生に寄与している可能性が示唆された。

しかし、シンデカンー１が発現しない脊髄損傷にお

いて、シンデカンー１を強制発現させると、急性期の

連動機能の回復が遅延した。我々はこの理由を以下の

ように考えた。本来神経細胞に結合するはずの成長因

子などが、強制発現したシンデカンー１にトラップざ
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